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沼田市を訪れています。長野業政のもとに

は一時期真田幸隆も身を寄せていたことが

あり、真田と関係の深い沼田のみなさんに

は、ぜひこの物語を読んでいただきたいと

思います。 

核兵器の廃絶を 
願い広島・長崎を 
めざして、今年も 
09「平和大行進」 
が 5 日の利根沼田 
地域 4 コースの 
「網の目行進」と 
沼田市役所から渋 
川市役所までの 8 
日の「メインコー 
ス行進」が行なわれました。 

今年は、オバマ大統領がアメリカとして初めて核兵器を使用した唯一の

国としての責任を認め、国として「核兵器の廃絶をめざす」と宣言し、世

界で核兵器廃絶への機運が盛り上がり、 
世界人民の運動が実を結びつつありま 

す。いっそう頑張 
ろうではありませ 
んか。平和行進に 
参加されたみなさ 
ん大変ご苦労様で 
した。  

井之川議員と保生第 4 支部のＳさんが、共通の知り合いのＭさんに、選

挙や赤旗購読のお願いに訪ねたところ、ＮＨＫ大河ドラマの原作者「火坂 
雅志」の小説は全部読んでいるとのこと。 

日曜版７月５日号から、火坂雅志氏の「業政駆ける」という小説が連載さ

れることを紹介すると、「これだけでも読みたい」と赤旗日曜版を購読してく

れることになりました。 

 日本共産党薄根支部は、「乗合タクシー存続署名運動」で協力し

てくれているＡさん宅で、近所の人や友人を誘ってもらい、「つど

い」開催しました。当日は、Ａさんを含め６人の女性が参加、支部

からは野村利二さんと井之川市議が参加しました。 
 最初に井之川市議から、市がなぜ「乗合タクシー」を廃止しよう

としているのか。市内のバス路線や他市の状況などと、お金の使い

方を市民向けに変えれば「存続は可能」との説明がありました。 
 その後、日本共産党の「８中総ダイジェス 
ト」を視聴してもらいましたが、志位委員長 
の話や説明に対し、拍手や賛同する声がたび 
たびかかり、にぎやかな「つどい」になりま 
した。 

みなかみ支所前の出発式 

 

 

 

ハケン切り・交通事故・サラ金など 

７月１６日(木) 午後６時から （毎月第３木曜日） 

場所 井之川博幸市議宅 ＴＥＬ２４－５０２２ 

高橋場町３３３ （4 地区） 

主催：日本共産党沼田北部支部 

 
 

 

 

 

市役所前のメインコース出発式 中央右星野

市長、中央左布施議長、前列左井之川議員 

市長と議長からからサイン

をしたペナントと募金を受

け取る穂苅実行委員長 


